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ヘンロ小屋 1号 香峰 ヘンロ小屋 2号 弘見(廃小屋) ヘンロ小屋 3号 阿瀬比 ヘンロ小屋 4号 鉦打 ヘンロ小屋 5号 蒲原 ヘンロ小屋 6号 宍喰 ヘンロ小屋 7号 芳井 ヘンロ小屋 8号 香我美

ヘンロ小屋 9号 大月 ヘンロ小屋10号 宿毛 ヘンロ小屋11号 勝浦 ヘンロ小屋12号 眉山 ヘンロ小屋13号 佐賀 ヘンロ小屋14号 大浦 ヘンロ小屋15号 清水川 ヘンロ小屋16号 宇和

ヘンロ小屋17号 須崎 ヘンロ小屋18号 丸亀城乾 ヘンロ小屋19号 津島・かも田 ヘンロ小屋20号 足摺 ヘンロ小屋21号 宇和島光満 ヘンロ小屋22号 大方 ヘンロ小屋23号 仙遊寺接待所 ヘンロ小屋24号 高松・一宮

ヘンロ小屋25号 石手寺前 ヘンロ小屋26号 わん屋 ヘンロ小屋27号 鎌大師 ヘンロ小屋28号 松本大師堂 ヘンロ小屋29号 多度津・おかのやま ヘンロ小屋30号 銭形 ヘンロ小屋31号 そえみみず・酔芙蓉 ヘンロ小屋32号 天神

ヘンロ小屋33号 宿毛 ヘンロ小屋34号 久万高原 ヘンロ小屋35号 土佐清水 ヘンロ小屋36号 神山 ヘンロ小屋37号 しんきん庵・法皇 ヘンロ小屋38号 内子 ヘンロ小屋39号 ＮＡＳＡ ヘンロ小屋40号 日和佐・かめ遍路

ヘンロ小屋41号 今治・日高 ヘンロ小屋42号 宇多津・蛭田池公園 ヘンロ小屋43号 しんきん庵・秋桜 ヘンロ小屋44号 神宅 ヘンロ小屋45号 空海庵・切幡 ヘンロ小屋46号 ピポット坂出 ヘンロ小屋47号 大根 ヘンロ小屋48号 京塚庵

ヘンロ小屋番外 徳島空港ビル

ヘンロ小屋49号 肱川源流の里 ヘンロ小屋50号 牟岐 ヘンロ小屋51号 五色台子どもおもてなし処 ヘンロ小屋52号 日和佐海賊舟 ヘンロ小屋53号 茶処・みとよ高瀬 ヘンロ小屋54号 四万十  ヘンロ小屋55号 新居浜  ヘンロ小屋56号 室戸世界ジオパーク  

格子のあいだから光がたわむれ、風が流れる
62本の格子は空海62年の生涯
いろり、ナガシ、タタミ、トイレ、倉庫も設
置

信用金庫と個人の寄付金。地元小中学生の絵
・書の展示ケースを設置し遍路文化の継承を
促す。デザインは肱川源流のイメージ。

数十人の会員によるお接待が盛ん。
デザインは牟岐の海に生息する千年珊瑚のイ
メージ。平面は海の魚がモチーフ。

こどもたちがお接待を行う小屋で、宿泊も可
能。五色台の山中にあり周辺の風景に融合す
るようプランは五角形。

西方浄土に向かう舟のイメージ。
建設費は100人余りと企業の寄付による。

韓国、日本、イギリスの方々の浄財により建
設。当地高瀬が茶葉の生産地であること、日
本、韓国の茶の文化から茶葉をモチーフに。

材料は全て竹、近くの竹を切り組み合わせる
壁は善通寺、高野山を指す

村の中央にあり、縁側として
ベンチの向きは遠く善通寺、高野山 

歩きお遍路の姿
空海ゆかりの尻無し貝伝説をベンチに
地元特産の瓦を使用

社員15人で社の入口隅に建設
間伐材の組み合わせで構築

行政による支援(土地・木材)
地元建設職人ボランティア団体が建設
斜柱は台風多く、風強い土地故
柱は支え合いの象徴でもある

身近にある素材で建築費用なし
年輩のNPO団体による手作り小屋

古くからの凧の生産地
凧が高野山に向かって上がる姿
格子は89ヶ寺巡拝のイメージ

道の駅にあり、バス停も兼ねる
大月の地からデザインは月をモチーフに

この地に残っている「泊り屋」を、道の駅に
再現
ダルマ夕日が見える
柱は山から根こそぎ調達

デザインモチーフは蜜柑の産地から
柱は京都・北山杉の会社からの提供

阿波踊り会館の前に建ち、屋根は女性のトリ
オイ笠をモチーフに
眉山の麓にあり、目眉もデザインモチーフ
２棟は同行２人

仏教思想の本質を表現したマンダラをカタチ
に置換
中の大師像を拝むと後方は高野山

「休(やすんば)場」
村人が漁港を見守るたまり場として
全て竹と木で組み合わせて造る

身近にある素材で、費用なしで手づくり
経済的かつ容易に
7号と同じＮＰＯ団体による

愛媛県最初の小屋
国道側の曲面壁は、お遍路さんにやさしく
土地・資金は遍路文化こそ日本再生のもとに
という施主から

板張りの床もあり、開放的で落ち着きのある清々し
い空間
開放され、かつ落ち着く

うちわの生産地
ファサードはうちわのイメージ

かつて四国に多くあったもてなしの場「茶堂
」のイメージが再現された

トンボ公園に建ち、トンボが太平洋に飛ぶイ
メージ

国道側には背壁を設け、小川と樹を眺めるひ
とときを

ホエールウォッチングの町、大方の太平洋岸
に建ち、デザインモチーフはクジラ

「茶堂」のイメージ
仏像も安置され、祈りの雰囲気のある空間

近くの屋島、壇ノ浦の源平合戦から
那須与一が弓を引く

コンビニの駐車場にあり、落ち着き、開放的
なコミュニケーションスペース

この地で生きてきた杉に再び支えられた小屋
手を合わす形の木の遠く向こうには高野山

大師堂の境内に建つ
風早の地名の通り風が強く、しとみガラス窓
付き

古くからある大師堂と一体化となった小屋
地域の催しにも対応した空間構成

弥生式土器の出土地から弥生式住居をイメー
ジ幼稚園児・小学生100人余りが小屋造りに
参加

デザインモチーフはかつてお殿様をもてなし
た寛永通宝の砂絵
空海の教えでもある「十住心論」をカタチに

おへんろ仲間への感謝の気持ちから
おへんろさんのご遺族によって寄付された小
屋

地元に多くある竹によって造られた小屋
(柱以外)

地域住民の力の結晶「住民力」の象徴
周辺のロケーションに呼応した空間構成

四国の軽井沢と言われる高原に建つ
地元の信用金庫・商工会議所・真珍雄協力に
よって造られる

地元の女性会が寄付を集め建設資金に
デザインは土佐清水市の市花・椿
人がモチーフの木材の木組みは人組

秋桜の咲く地域に建つ。
デザインイメージは、秋桜の繊細さとやわら
かさ。

素人10人が14時間で現場にて作り上げる。
162本の木材は人に見立て、人の繋がりの大
切さを表している。

正面のデザインは近くの切り幡寺にまつわる
空海の物語から。ソーラーパネルによる照明
を設置。工費は地元の方々の寄付による。

地元企業がおへんろさんのために設置した足
湯に屋根を掛ける。壁には近くの小学生が地
域の物語を描いた絵が空間を豊かにしている

近年の自然災害などを危惧し社会の安寧を願
った祈りの塔。建材は個人の寄付。人に見立
てた350本の木材は地区の20人程で出役(ボラ
ンティア)により組み上げられた。

恵まれたロケーションから風景を小屋に取り
入れ、眺望を最大限に生かした空間のつくり
神鳥が舞い降りたカタチ

柱は支え合いの精神を表現したカタチ
風景に溶け込みながら景観ポイントを造る
そして地域の人のこころのポイントに

愛媛県の山中にあり、いかだ発生の地からい
かだがモチーフ。内子座の雰囲気も少し。地
元信用金庫さんの援助により、町に寄贈。

デザインモチーフは海陽町に生息する大ウナ
ギ。個人とコンビニ店が2年間集められた寄
付による建築資金により町の土地に建設。

アカウシガメの産卵地からデザインはカメの
イメージ。
一歩一歩あせらずにゆっくりと！

老人ホームの玄関横に設置。お遍路さん、入
居者、職員他のふれあいの場に。木材1本は
メタファで木組みは人組。支え合いの精神を
表す。

この地域で使われる太鼓台がデザインのモチ
ーフ。斜めの柱は祭を支える人に見立ててい
る。遍路文化の精神の支え合いを表す。

徳島空港のビル内にお遍路さんの休憩所。
ひごろはギャラリーイベント空間として利用

100人余の寄付
祈りのカタチ
かつてお京さんの庵があった場所

四万十川のイメージ。資金は地元の信用金庫
とヘンロ小屋を支援する会から。
支援する会の役員10人余りで建設。

空き家の家の庭を利用。既存壁に遍路笠がモ
チーフの屋根を取り付けた。お接待は近くの
老人ホームの入居者とオーナーが。

高知県室戸岬の室戸世界ジオパーク内に建つ。
三角形は岬の地形から。
2階から太平洋を一望できる。
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完成したヘンロ小屋(2001年～2018年1月現在)完成したヘンロ小屋(2001年～2018年1月現在)
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「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト」を支援する会事務局　　
　　　HP:http://www.geocities.jp/henrogoya/
　　　歌一洋建築研究所(一級建築士事務所)内　
      〒541-0059大阪市中央区博労町1-7-11 空の箱3F   t:06-6264-2150  f:06-6264-2160  
      　mail:uta@wonder.ocn.ne.jp  HP:http://www.uta.rgr.jp

歌一洋 四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト歌一洋 四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト
完成したヘンロ小屋

2001年～

四国に八十八ヶ所の霊場札所を巡拝する遍路道がある。四国に八十八ヶ所の霊場札所を巡拝する遍路道がある。
空海が開いたとされ1200年間、お遍路さん、地元の人達に空海が開いたとされ1200年間、お遍路さん、地元の人達に
よって今に受け継がれている。よって今に受け継がれている。
祈りを体現した「お接待」と「循環性」というシステムは祈りを体現した「お接待」と「循環性」というシステムは
世界でも稀である。世界でも稀である。
この四国の遍路道1400kmの89ヶ所に、お遍路さんがこの四国の遍路道1400kmの89ヶ所に、お遍路さんが
休憩、仮眠する「ヘンロ小屋」をボランティアで造る休憩、仮眠する「ヘンロ小屋」をボランティアで造る
プロジェクトを2001年から推進中。プロジェクトを2001年から推進中。
小屋は地域の多くの人達と共に、つくる過程・つながりを小屋は地域の多くの人達と共に、つくる過程・つながりを
大切にしながら造っている。大切にしながら造っている。
小屋の設計にはその地域特有の風土・産業・伝統文化・建築等の小屋の設計にはその地域特有の風土・産業・伝統文化・建築等の
文化・空海の思想を反映させている。文化・空海の思想を反映させている。
景観のポイントとなり、新たな風景が創出できればと考えている。景観のポイントとなり、新たな風景が創出できればと考えている。
小屋を手段として「祈り」「人と人、人と自然のふれあいや支え合い」小屋を手段として「祈り」「人と人、人と自然のふれあいや支え合い」
の精神が四国から世界へ伝播されることを願って・・・の精神が四国から世界へ伝播されることを願って・・・

　歌一洋 四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト
―支えあい・お接待の精神を持つ遍路文化の継承と広がりを願って―

「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト」支援する会とは「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト」支援する会とは
　

　歌一洋が始めた四国の遍路道に、お遍路さんが休憩する小屋を造る歌一洋が始めた四国の遍路道に、お遍路さんが休憩する小屋を造る
　プロジェクト、を支援する会です。　プロジェクト、を支援する会です。
　四国四県知事を顧問に60名余りの賛同者のもと、2006年4月に発足　四国四県知事を顧問に60名余りの賛同者のもと、2006年4月に発足
　しました。　しました。
　※入会のお願い
　　　郵便振込口座番号：00910-1-317826（年会費 1口3000円より）
　　　加入者名：「四国八十八ヶ所ヘンロ小屋プロジェクト」を支援する会

　　


